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数表と３個の数（最難関） 

 

図１のように整数を３個書いた正方形のカードをきまりに

したがって並べて，表を作ります。 

 

（１）図２は表の一部を抜き出したものです。あいたところに 

正しく数を入れなさい。 

 

   図２ 

 

 

 

 

（２）カードに書かれた３個の整数の和が２４になりました。

カードにはどのように整数が書いてありますか。考えら

れるものをすべて答えなさい。右の解答らんはすべて使

うとはかぎりません。 

 

（３）図３のように，たて横２枚の正方形状にならんだ４枚のカードに書かれたすべて

の整数の和が，次の①～④になるとき，４枚のカードにはどのように整数が書いて

ありますか。解答らんを適当に分けて，すべて書きなさい。ない場合は「ない」と

答えなさい。 

   ① ５５  ② ７１  ③ ９０  ④ １０１ 
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数表と３個の数（最難関） 

（１）図⑤参照 （２）図⑩参照 （３）①…図⑮参照 ②…ない ③…図⑯参照 ④…ない 

 

（１）図①～③のようにカードのそれぞれの位置に書かれた整数に注目をすると，右上の整数は上から何段

目にあるかを表し，左下の整数は左から何列目にあるかを，右下の整数はカードを正方形の配置で見た

ときに何周目にあるかを示しています。 

 

  図①            図②            図③ 

 

 

 

 

 

 

 

   よって，図２のまわりは図④のようになり，図⑤が答えです。 

 

   図④          図⑤ 
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（２）カードに書かれた整数は，図⑥で影をつけた「対角線上」の位置に

あるときは３個とも等しく，対角線より上側にある場合は図⑧のよう

に右上の整数のみ他より小さくなり，対角線より左側にある場合は図

⑨のように左下の整数のみ他より小さくなります。 

 

   図⑦   図⑧   図⑨ 

 

 

   ２４＝２＋１１＋１１＝４＋１０＋１０＝６＋９＋９＝８＋８＋８より， 

図⑩の７通りの答えになります。 

 

   図⑩ 
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（３）それぞれのカードに書かれた３個の整数の和を求めると，図１は図⑪のようになります。対角線上の

位置にあるカードは３個の等しい整数が書かれているので，その和は３の倍数になります。対角線上の

カードから上か左に進むと，和は１ずつ小さくなります。４枚のカードの和の関係は，２枚のカードが

対角線上にある場合は図⑫，それより上の位置にあるときは図⑬，左にあるときは図⑭のようになりま

す。図⑫では４枚のカードに書かれた整数の和は○×４＋７，図⑬と⑭では○×４＋６です。 

 

   図⑪         図⑫      図⑬      図⑭ 

 

 

 

 

 

 

   このことから，④の１０１は○×４＋７，○×４＋６のいずれにもならないので「ない」が答えとな

ります。また，②の７１は１６×４＋７という形で表せますが，図⑫の対角線上に２枚のカードがある

場合は，○が３の倍数でなければならないので，条件を満たさず，やはり「ない」となります。 

   ①の５５の場合，５５＝１２×４＋７なので，図⑮の１通りが答えとなります。 

   ③の９０の場合，９０＝２１×４＋６なので，図⑬，⑭の配置を考えます。（２）と同様に考えて 

２１を３個の整数の和に分解すると，２１＝１＋１０＋１０＝３＋９＋９＝５＋８＋８となります。な

お，７＋７＋７では図⑫の配置となってしまうので，条件にあいません。図⑯の６通りが答えとなりま

す。 

   図⑮ 

 

 

 

 

   図⑯ 
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